


口で伝えよう、 伝えた通り行動しよう」という標語を言って私たちを指導した。 十六歳のとき、 ミネア

ポリス ・ サウス ・ ハイスク ー ルで私は効果的なプレゼンテー ションを学ぶ選択授業を受けた。 そこでは

力強いメッセ ー ジを聴衆にうまく届ける昔ながらのアメリカ的なル ー ルを学んだ。「まずこれから伝え

る内容を伝え、 それから内容を伝え、 最後に、 伝えた内容を伝えよう」これが一言で言えばロ ー コンテ

クストなコミュニケ ー ションの哲学だ。

家でもロ ー コンテクストなコミュニケ ー ションの教えを受けた。 多くの兄妹と同じように、 兄と私も

しよっちゅう口喧嘩をしていた。 私たちの口論を減らそうと、 母はよくアクティブリスニング（桔極的

傾聴）の手法で私たちを指羽した。 話し手はできるだけ明快に曖昧さを取り除いて話す。 聞き手はでき

るだけ明快に曖昧さを取り除いて理解したことを繰り返す。 このテクニックは誤解が生じていることを

察知し訂正する手助けをするために使われるもので、 無益で不必要な言い争いの大きな原因を（無くせ

るとは言わないが）減らすことができる。

子供のころからこうした教えを受けた私には、 曖昧でないことは純粋に良いコミュニケ ー ションなの

だという考えが染み付いている。 しかし、 タカキが言ったように、 日本のようなハイコンテクスト文化

における良いコミュニケ ー ションのあり方はずいぶん違う。 日本やインド、 中国、 その他多くの国で

は、 子供のころからまったく違ったスタイルのコミュニケ ー ションを学ぶ—共通点や暗黙の了解があ

ることを無意識に前提としたコミュニケ ー ションである。

たとえば、 あなたとマリアムという名の同僚はどちらもイランのようなハイコンテクスト文化の出身

だとする。 マリアムがあなたの家へ夜遅い電車に乗ってはるばる遊びにやって来て、 十時に家へ着いた

とする。 寝る前に何か食べたいかと聞いたら、 マリアムは丁寧に「いいえ、 結構です」と答えるが、 あ

なたは彼女に同じ質問をもう二回するだろう。 そして彼女が三度「いいえ、 結構です」と答えた場合に

限り、 あなたは彼女の答えが本当に「結構です」であることを受け入れる。

このやり取りの奥には、 礼儀正しいイラン人なら誰もが知っている前提がある。 あなたもマリアム

も、 礼儀をわきまえた人間はどんなにお腹が空いていたとしても食べ物の提供を最初は一度断るという

ことを知っているのだ。 だから、 二度か三度食事はいるかど聞かなければ、 マリアムは空腹に悩まされ

ながら眠りにつき、 あなたはあなたで特別に用意したチキンサラダを食べてもらえなくて残念に思うこ

とになりかねない。

イランのようなハイコンテクスト文化では、 ある種のメッセ ー ジはあまりハッキリと口にする必要は

ない—そればかりか、 口にするのは不適切であることも多い。 もし最初に尋ねたときにマリアムが

「はい、 何かお腹がいつばいになるようなものをいただけますか、 ものすごくお腹が空いているんで

す！」と答えたら、 品がないと思われるばかりか極めて無礼だと受け取られる可能性もある。 さいわ

い、 子供のころから学んでいる社会通念があるため、 うかつにこうした無遠慮な振る舞いをすることは

ない。 あなたとマリアムは「いいえ、 結構です」が「もう一度聞いてください、 お腹がペコペコなんで

す」という意味であり得ることを互いに知っているのである。
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